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厚
生
労
働
大
臣
表
彰

自
立
更
生
者
の
原
田
さ
ん

　

体
に
障
害
を
持
ち
な
が
ら
、
自
ら
障
害
を
克
服
し
、
仕
事
に
従

事
、
活
動
さ
れ
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
自

立
更
生
者
表
彰
）
を
、
原
田
忠
文
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受 付 場 所
受入年齢（H１９．４/１現在の年齢）

定員ＴＥＬ住　　所保育園名（公・私）
５４３２１０

・各保育園

・社会福祉課（��０２６４）

・有漢地域局住民福祉課（��３２１１）

・成羽地域局住民福祉課（��３２１１）

・川上地域局住民福祉課（��２２００）

・備中地域局住民福祉課（��４５１２）

○○○○○１２０人２２-２４２３向町２１-２公高 梁 保 育 園

○○○○○③６０人２２-４３３３下町１６私高梁中央保育園

○○○○○③９０人２２-４４６６落合町阿部１６８３私落 合 保 育 園

○○○３０人５７-２０１４有漢町有漢３３３１-１公有 漢 保 育 園

○○○○○⑥９０人４２-２０１１成羽町下原４３７-１公鶴 鳴 保 育 園

○○○４５人４２-２２３９成羽町成羽２７８９-２公成 美 保 育 園

○○○３０人２９-２５３２成羽町長地９４１-４公ふたば保育園

○○○３０人２９-２９０６成羽町吹屋１２９４-３公吹 屋 保 育 園

○○○３０人４５-２６３０成羽町布寄１４５-１公田 原 保 育 園

○○○⑥４５人４８-４３２２川上町地頭１３６６公川 上 保 育 園

○○○○３０人４５-３６８０備中町平川６４６１公平 川 保 育 園

○○○○○⑥３５人４５-３１４２備中町布瀬１８２-１公備 中 保 育 園

○○○○２０人４５-２２９９備中町西山２０１５公西 山 保 育 園

原田忠文さん（６８）
東町

（注）③・⑥はそれぞれ生後３ヵ月・６ヵ月以上のことです。また、１歳未満児は若干名の募集となります。

次のとおり、平成１９年度の保育園児の募集を行います。

◆申込受付期間…１月１５日�～２月９日�

◆受付場所…各保育園、社会福祉課、各地域局住民福祉課で、申込書の配布と受付を行います。

　　　　　　（詳細は下表のとおり）

◆定員・受入年齢…各保育園によって異なりますので、下表でご確認ください。

■問い合わせ　社会福祉課児童福祉係（��０２６４）

保育園児の入園申込について

　山川ボランティア顕彰は、故山川昭さんの

ご遺族からの寄付をもとに旧高梁市が平成１２

年度に基金を設置。

　地域社会福祉、保健、環境衛生など厚生分

野のボランティア活動を続けてこられた個人

を顕彰するもの（対象は高梁地域）で、今年

度は次の７人の皆さんが受賞されました。

環境美化ボランティア功労

　西本　　勝さん（６３）　中井町西方

自立更生支援ボランティア功労

　樋口　義一さん（７９）　上谷町

福祉運転ボランティア功労

　伊山　朝則さん（７３）　津川町今津

　中島　春雄さん（７３）　小高下町

　森下　　進さん（７０）　落合町近似

　森脇　　進さん（６９）　川面町

　石井　秀知さん（５８）　津川町八川

山川ボランティア顕彰山川ボラ ンテ ィ ア顕彰
善意の活動に７人が受賞
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同
志
社
か
ら
牧
師
へ

　

留
岡
幸
助
は
明
治　

（
１
８
８

１８

５
）
年
９
月
、
同
志
社
英
学
校
別

科
神
学
科
邦
語
神
学
課
程
に
入
学

し
た
。
彼
の
立
場
に
配
慮
し
た
高

梁
教
会
は
月
４
円　

銭
の
奨
学
金

５０

を
送
っ
て
支
援
し
た
。
幸
助
は
当

時
最
低
３
円
あ
れ
ば
生
活
で
き
た

の
で
、
１
円　

銭
を
将
来
の
妻
、

５０

夏
子
に
送
り
、
神
戸
の
伝
道
学
校

で
学
習
さ
せ
て
い
る
。

　

同
志
社
の
新
島
襄
校
長
は
、
彼

が
米
国
の
学
業
・
生
活
で
得
た
人

格
の
尊
重
、
自
主
・
自
立
の
精
神

を
養
う
場
と
し
て
、
寮
を
重
視
し

た
。全
寮
制
と
し
、

寮
で
は
上
級
生
が

下
級
生
の
面
倒
を

よ
く
見
て
い
る
。

授
業
は
英
語
が
主

で
、
学
生
中
心
に

お
互
い
に
磨
き
合

っ
た
。土
・
日
曜
は

自
学
自
習
、
健
康

増
進
、
精
神
修
養

に
当
て
ら
れ
、
周

囲
の
山
々
を
散
策

し
、
演
説
会
が
開

か
れ
た
。
開
拓
伝

道
も
行
わ
れ
、幸
助
も
井
原
に
行
っ

て
い
る
。新
島
は
学
生
に
「
新
島
さ

ん
」
と
呼
ば
せ
、
皆
同
じ
人
間
と
し

て
平
民
主
義
を
主
張
し
た
。

　

当
時
、
同
志
社
は
人
へ
の
愛
を

も
っ
て
働
く
こ
と
、
人
へ
の
奉
仕

こ
そ
神
へ
の
奉
仕
で
あ
る
と
い
っ

た
考
え
方
で
、
新
島
の
常
用
語
は

「
世
の
中
の
為
に
」
で
あ
り
、
そ

の
実
践
を
重
要
視
し
た
。
こ
う
し

た
空
気
の
中
で
社
会
福
祉
事
業
に

入
っ
た
先
駆
者
と
し
て
、
留
岡
幸

助
の
他
に
、
石
井
十
次
や
山
室
軍

平
が
い
る
。
石
井
は
岡
山
に
孤
児

院
を
作
り
、
家
庭
的
環
境
の
中
で

孤
児
た
ち
を
育
て
、
教
育
し
て
い

る
。
山
室
は
救
世
軍
に
入
隊
し
て

恵
ま
れ
な
い
人
々
を
救
い
、
病
院

や
施
設
を
建
設
す
る
な
ど
の
社
会

福
祉
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
留
岡
幸
助
と
山
室
軍
平
は
備

北
の
出
身
者
で
と
も
に
高
梁
教
会

に
縁
が
深
い
。
幸
助
は
洗
礼
を
受

け
、
軍
平
は
同
志
社
か
ら
２
度
伝

道
に
訪
れ
て
い
る
。
岡
山
県
は
社

会
福
祉
の
先
進
地
域
と
い
え
る
。

　

か
つ
て
幸
助
を
治
療
し
た
医
師

の
ベ
リ
ー
は
そ
の
頃
新
島
に
招
か

れ
、
病
院
や
看
護
婦
学
校
を
開
い

て
い
た
が
、
日
本
の
監
獄
が
極
端

な
懲
罰
主
義
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
そ
の
改
良
を
政
府
に
進
言
し

て
い
る
。
幸
助
が
ベ
リ
ー
か
ら
こ

の
方
面
に
関
し
て
多
く
の
示
唆
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
同
志
社
の
教
師
ゴ
ル
ド

ン
は
学
生
に
社
会
事
業
へ
の
関
心

を
向
け
さ
せ
、
監
獄
改
良
・
非
行

少
年
教
護
と
い
っ
た
、
当
時
世
間

が
無
関
心
だ
っ
た
分
野
に
光
を
あ

て
る
仕
事
を
示
し
、
後
に
幸
助
が

家
庭
学
校
を
創
る
時
に
資
金
援
助

し
て
い
る
。

　

幸
助
は
友
人
か
ら
「
十
二
英
傑

伝
」と
い
う
洋
書
を
借
り
て
読
み
、

そ
の
中
に
出
て
い
る
監
獄
改
良
家

ジ
ョ
ン
・
ハ
ワ
ー
ド
伝
に
心
を
留

め
て
い
る
。
世
の
中
の
暗
黒
面
の

二
つ
の
う
ち
一
つ
は
監
獄
で
、
そ

れ
に
光
を
あ
て
て
改
善
を
目
指
す

話
に
感
動
し
、
将
来
そ
の
方
に
進

む
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
留
岡
幸
助
は
同

志
社
時
代
に
多
く
の
師
や
友
人
、

書
物
か
ら
大
い
に
学
び
、
考
え
、

自
分
の
進
む
べ
き
世
界
を
模
索
し

て
い
っ
た
。

　

明
治　

年
６
月
、
同
志
社
を
卒

２１

業
後
、
招
か
れ
て
京
都
・
福
知
山

の
丹
波
第
一
教
会
に
赴
任
し
た
。

北
は
福
知
山
か
ら
南
は
亀
岡
に
至

る
六
つ
の
講
義
所
を
一
人
で
担

当
、
三
十
余
里
（
百
キ
ロ
以
上
）

の
道
を
歩
い
て
回
り
伝
道
し
、
多

く
の
信
者
を
得
て
い
る
。
明
治　
２２

年
に
夏
子
と
結
婚
し
「
妻
は
良
き

相
談
相
手
な
り
、
助
言
者
な
り
家

内
の
主
人
な
り
」と
言
っ
て
い
る
。

翌
年
に
は
長
男
も
生
ま
れ
、
安
定

し
た
生
活
に
入
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
に
金
森 
通  
倫 
牧
師
を
通
し

み
ち 
と
も

て
北
海
道 
空  
知 

そ
ら 

ち 
集 
治

し
ゅ
う

じ

   
 
監 （
現
在
の

か
ん

刑
務
所
）の 
大  
井
上  
輝  
前 
・

お
お 
い
の
う
え 
て
る 
ち
か
 
典 
獄
   
て
ん 
ご
く

（
現
在
の
刑
務
所
長
）か
ら
同
志
社

出
身
の 
教  
誨  
師 
を
求
め
て
き
た
。

き
ょ
う 
か
い 

し

同
志
社
在
学
中
か
ら
の
念
願
で
あ

っ
た
の
で
、
教
会
員
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
北
海
道
行
き
を
決
行
し
た
。

そ
れ
を
力
づ
け
た
の
は
夏
子
の「
あ

な
た
の
使
命
な
ら
私
は
つ
い
て
行

き
ま
す
」の
言
葉
で
あ
っ
た
。

（
文
･
児
玉　

享
さ
ん
）

留
岡
幸
助�

3

幸助に影響を与えた新島襄

幸助が学んだ同志社大学校舎


